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刊
行
に
思
い
を
寄
せ
て

こ
の
た
び
の
本
の
企
画
は
、 

2 

0 

0 

5
年
頃
か
ら
考
え
て
い
た
も
の
で
、
私
の
家
族
を
核
に
し
て
執
筆
を
試
み
た
一
冊
で
あ
る
。

2 

0 

0 

5
年
8
月
3
日
、
勤
務
中
に
腹
痛
が
悪
化
し
、
私
は
生
ま
れ
て
初
め
て
救
急
車
で
い
わ
き
市
の
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。
腸
の
狭

窄
症
で
、
約
1
か
月
の
検
査
入
院
だ
っ
た
。
容
態
が
悪
化
す
れ
ば
手
術
が
難
し
く
、
仙
台
の
東
北
大
学
病
院
へ
の
転
院
も
考
え
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
幸
い
手
術
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

入
院
か
ら
8
月
19
日
の
退
院
ま
で
の
時
間
を
利
用
し
、
私
は
病
院
の
ベ
ッ
ド
で
原
稿
を
書
き
ま
く
っ
た
。
普
段
の
多
忙
な
勤
務
状
況
の

中
で
は
、
帰
宅
後
に
充
分
な
執
筆
時
間
を
と
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
だ
。
会
社
の
作
業
服
の
ま
ま
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
た
め
、
知
人
の

R
子
さ
ん
に
原
稿
用
紙
と
筆
記
用
具
を
届
け
て
も
ら
い
助
か
っ
た
。
入
院
期
間
中
に
こ
れ
幸
い
と
書
き
ま
く
っ
た
の
で
あ
る
。

私
に
と
っ
て
こ
の
本
は
、
写
真
詩
集
『M

IRA
GE

』（
詩
・
田
中
保
子
（
佐
知
）　

太
陽
出
版　

1

 

9

 

9

 

3
年
6
月
15
日
刊
行
）
に
次
ぐ
出

版
と
な
る
。
本
来 

2 

0 

0 

7
年
の
退
職
前
に
刊
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
今
日
ま
で
大
幅
に
遅
れ
た
理
由
は
、
姉
の
保
子
が 

2 

0 

0 

4

年
2
月
4
日
に
癌
の
た
め
59
歳
10
か
月
で
永
眠
し
、
そ
の
後
、
姉
の
残
し
た
原
稿
を
母
志
津
と
纏
め
あ
げ
て
、
詩
集
・
エ
ッ
セ
イ
集
・
遺

稿
集
・
絵
本
詩
集
・
全
作
品
集
な
ど
の
刊
行
を
最
優
先
に
し
た
為
で
あ
る
。
ま
た
、
新
宿
歴
史
博
物
館
に
於
け
る
姉
の
追
悼
展
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
、
個
展
や
原
画
展
及
び
朗
読
会
の
開
催
に
も
時
間
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
。
加
え
て
、 2 

0 

1 

3
年
刊
行
の
母
の
全
作
品
集

に
も
尽
力
し
、
自
分
の
作
品
が
後
回
し
に
な
っ
た
。
今
年
96
歳
と
な
っ
た
母
の
年
齢
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
選
択
は
正
し
か
っ
た
と
思
う
。

姉
の
没
後
か
ら 

2 

0 

1 

2
年
ま
で
、
毎
年
本
を
刊
行
し
て
い
る
。
韓
国
で
も
、
姉
の
詩
集
『
砂
の
記
憶
』『
見
つ
め
る
こ
と
は
愛
』
の
2

冊
が
バ
ベ
ル
コ
リ
ア
社
に
よ
り
翻
訳
出
版
さ
れ
た
。
私
の
知
っ
て
い
る
範
囲
で
は
、
没
後
こ
の
よ
う
に
毎
年
新
刊
を
出
し
た
作
家
は
文
学

史
上
皆
無
の
よ
う
な
気
が
す
る
。
同
時
に
、
姉
の
残
し
た
原
稿
を
本
と
し
て
刊
行
出
来
た
こ
と
に
誇
り
を
持
つ
。
某
出
版
社
の
会
長
に
は

「
五
十
年
に
一
度
出
る
か
出
な
い
か
の
詩
人
で
あ
る
」
と
姉
を
高
く
評
価
し
て
頂
い
た
。
勿
論
、
出
版
社
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
快
挙
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
本
書
『
あ
る
家
族
の
航
跡
』
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
を
亡
き
父
・
姉
・
家
族
と
共
に
享
受
し
た
い
。

内
容
も
家
族
を
核
に
展
開
さ
せ
、
新
し
い
実
験
的
な
本
づ
く
り
を
目
指
し
た
。

家
族
一
人
一
人
の
点
を
線
で
結
び
、
そ
の
延
長
線
上
に
円
を
集
結
さ
せ
る
。
円
は
時
空
を
ゆ
っ
く
り
と
遊
泳
し
て
一
つ
の
世
界
を
創
造

す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
引
き
出
さ
れ
た
時
に
、
円
は
楕
円
と
な
り
ま
た
い
び
つ
に
も
凹
凸
に
も
な
り
、
そ
の
姿
を
変
容
さ
せ
る
が
、

そ
れ
は
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
て
最
後
は
家
族
の
絆
で
修
復
さ
れ
る
。
ベ
ク
ト
ル
は
家
族
の
く
く
り
の
中
で
は
一
つ
に
帰
結
さ
れ
る
。

果
た
し
て
読
者
に
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
頂
け
る
だ
ろ
う
か
？

刊
行
後
は
本
が
独
り
歩
き
を
し
て
、
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
・
評
価
を
し
て
頂
け
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

私
は
今
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
準
備
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
決
意
し
て
い
る
。

余
り
に
も
遅
い
団
塊
世
代
の
新
た
な
旅
立
ち
で
は
あ
る
の
だ
が
…
…
。

刊
行
に
当
た
り
、
初
出
誌
関
係
各
位
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
志
茂
田
景
樹
氏
、
武
蔵
野
書
院
院
主
前
田
智
彦
氏
並
び
に
編
集
部
梶
原
幸

恵
女
史
に
は
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
仰
ぎ
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
紙
上
を
お
借
り
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

2 

0 

1 

3
年
1
月
20
日　
　

避
難
先
の
東
京
都
中
野
区
都
営
住
宅
に
て

田　

中　

行　

明
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

田
中
　
志
津
（
た
な
か
　
し
づ
）　
　
日
本
文
藝
家
協
会
会
員
　
作
家

1 

9 

1 

7
年
T 

6
年
1
月
20
日
新
潟
県
小
千
谷
生
ま
れ
。

1 

9 

3 

3
年
S 

8
年
相
川
実
科
女
学
校（
現
新
潟
県
立
相
川
高
等
学
校
）卒
業
。

　
　

三
菱
鉱
業
㈱
佐
渡
鉱
山
勤
務
。
女
性
事
務
員
第
1
号
。

1 

9 

4 

1
年
S 

16
年
東
京
目
黒
で
田
中
一
朗
と
結
婚
。
二
男
一
女
を
育
て
る
。

1 

9 

6 

6
年
S 

41
年
『
文
学
往
来
』
同
人
と
な
り
、
小
説
「
銀
杏
返
し
の
女
」

を
執
筆
。
評
論
。

随
筆
日
記
「
雑
草
の
息
吹
き
」
原
作
が
N 

H 

K
で
ド
ラ
マ

化
放
送
さ
れ
る
。

1 

9 

7 

1
年
S 

46
年
小
説
『
信
濃
川
』
光
風
社
書
店
よ
り
刊
行
。
母
ミ
ツ
を

モ
デ
ル
に
し
た
作
品
だ
が
母
永
眠
。

1 

9 

7 

2
年
S 

47
年
N 

H 

K
「
民
謡
の
旅
」
45
分
対
談
番
組
に
出
演
。

1 

9 

7 

7
年
S 

52
年
小
説
『
遠
い
海
鳴
り
の
町
』
光
風
社
書
店
よ
り
刊
行
。

1 

9 

9 

0
年
H 

2
年
随
筆
『
佐
渡
金
山
の
町
の
人
々
』
刊
行
。

1 

9 

9 

1
年
H 

3
年
小
説
『
冬
吠
え
』
光
風
社
出
版
よ
り
刊
行
。
日
本
文
藝

家
協
会
会
員
・
日
本
著
作
権
協
会
会
員
と
な
る
。

1 

9 

9 

3
年
H 

5
年
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
に
て
「E

SPA
C

E

・JA
PO

N

」
親
子
3

人
展
開
催
。

2 

0 

0 

0
年
H 

12
年
新
潟
総
合
テ
レ
ビ
に
出
演
。

2 

0 

0 

1
年
H 

13
年
小
説
『
佐
渡
金
山
を
彩
っ
た
人
々
』
新
日
本
教
育
図
書

よ
り
刊
行
。
佐
渡
金
山
400
年
記
念
出
版
。　

　
　
　
　

　
　

FM
入
間 

対
談
番
組
に
出
演
。
FM
放
送
で
長
女
佐
知
が『
佐

渡
金
山
を
彩
っ
た
人
々
』
全
編
朗
読
。

2 

0 

0 

2
年
H 

14
年
長
女
佐
知
が
『
冬
吠
え
』
を
全
編
朗
読
。

2 

0 

0 

4
年
H 

16
年
長
女
佐
知
59
歳
で
永
眠
。
娘
の
代
表
作
詩
集『
砂
の
記
憶
』

刊
行
に
係
る
。

2 

0 

0 

5
年
H 

17
年
佐
渡
金
山
に
「
田
中
志
津
文
学
碑
」
佐
渡
金
山
顕
彰
碑

建
立
。

2 

0 

0 

6
年
H 

18
年
「
所
沢
図
書
館
ま
つ
り
」
ゆ
か
り
の
作
家
と
し
て
親
子
出

展
（
志
津
・
佐
知
・
行
明
）。

2 

0 

0 

7
年
H 

19
年
N 

H 

K
よ
り
次
男
行
明
と
取
材
を
受
け
る
。「
田
中
佑
季

明
の
世
界
」
関
連
。

2 

0 

0 

8
年
H 

20
年
日
本
文
藝
家
協
会
「
文
学
者
の
墓
」（
富
士
霊
園
） 

生
前

登
録
。
墓
前
祭
に
て
挨
拶
。

2 

0 

0 

9
年
H 

21
年
「
追
悼
・
生
誕
65
周
年
記
念
田
中
佐
知
朗
読
会
」（
新
宿

歴
史
博
物
館
）
開
催
。

「
世
界
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
新
潟
県
万
代
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
）参
加
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。
新
潟
大
学
主
催
。

共
催
県
市
教
育
委
員
会
。
後
援
新
潟
日
報
他
。

2 

0 

1 

0
年
H 

22
年
新
潟
県
小
千
谷
市
船
岡
公
園
に
「
田
中
志
津
生
誕
の
碑
」

建
立
。

2 

0 

1 

1
年
H 

23
年
東
日
本
大
震
災
。
福
島
県
い
わ
き
市
で
被
災
。
次
男
行

明
と
東
京
都
で
避
難
生
活
を
開
始
。

全
集
『
田
中
佐
知
全
作
品
集
』（
思
潮
社
）
刊
行
に
係
る
。

避
難
先
の
中
野
区
都
営
住
宅
で
左
足
大
腿
骨
骨
折
。
以

降
リ
ハ
ビ
リ
・
訪
問
医
療
な
ど
の
治
療
受
け
る
。
要
介

護
4
。

2 

0 

1 

2
年
H 

24
年
「
な
か
の
芸
能
小
劇
場
」
長
女
佐
知
等
の
朗
読
会
を
開
催
。

家
族
の
著
書
の
売
上
金
全
額
5
万
円
を
東
日
本
大
震
災

支
援
と
し
て
後
援
先
の
福
島
民
報
社
へ
寄
付
。

2 

0 

1 
3
年
H 

25
年
全
集
『
田
中
志
津
全
作
品
集
』
上
・
中
・
下
巻 

武
蔵
野

書
院
よ
り
刊
行
。

現
在
執
筆
活
動
中
96
歳
。

東
京
都
中
野
区
の
都
営
住
宅
で
避
難
生
活
中
。

新
聞
・
週
刊
誌
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
多

数
紹
介
さ
れ
る
。

田
中
　
佐
知
（
た
な
か
　
さ
ち
）　
本
名 

保
子
（
や
す
こ
）

︽
1 

9 

4 

4
年
4
月
11
日
～
2 

0 

0 

4
年
2
月
4
日
︾

1 

9 

4 

4
年
4
月
11
日
東
京
生
ま
れ
。
詩
人
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。

明
治
大
学
文
学
部
英
文
科
卒
業
。

三
菱
商
事
㈱
退
職
後
、
新
聞
・
月
刊
誌
・
雑
誌
な
ど
に
詩
・
エ
ッ
セ
イ
・
評
論
・

翻
訳
な
ど
発
表
。
詩
誌
『
ハ
リ
ー
』
元
同
人
、
詩
誌
『
ラ
・
メ
ー
ル
』
元
会
員
。

○
著
書

詩
集
『
さ
ま
よ
え
る
愛
』
思
潮
社　

1 

9 

8 

3
年

写
真
詩
集
『M

IR
A

G
E

』
太
陽
出
版　

1 

9 

9 

3
年　

田
中
保
子
・
行
明
共
著

詩
集
『
見
つ
め
る
こ
と
は
愛
』
朱
鳥
社　

2 

0 

0 

4
年

詩
集
『
砂
の
記
憶
』
思
潮
社　

2 

0 

0 

4
年　

現
代
詩
代
表
詩
選
収
載

エ
ッ
セ
イ
集
『
詩
人
の
言
魂
』
思
潮
社　

2 

0 

0 

5
年　
　
　
　
　
　

詩
集
『
樹
詩
林
』
思
潮
社　

2 

0 

0 

6
年　

現
代
詩
代
表
詩
選
収
載

詩
集
『
見
つ
め
る
こ
と
は
愛
』『
砂
の
記
憶
』
韓
国
版
翻
訳　

バ
ベ
ル
コ
リ
ア
社

2 

0 

0 

7
年

絵
本
詩
集
『
木
と
わ
た
し
』
朱
鳥
社　

2 

0 

0 

8
年　

詩 

田
中
佐
知
・
画 

植
垣

歩
子

第
16
回
い
き
い
き
活
動
奨
励
賞
特
別
優
秀
活
動
賞
受
賞
（
福
島
県
立
あ
さ
か
開

成
高
等
学
校
受
賞
）

田
中
佐
知
遺
稿
集
『
二
十
一
世
紀
の
私
』
書
肆
山
田　

2 

0 

0 

9
年

絵
本
詩
集
『
田
中
佐
知
絵
本
詩
集
』
朱
鳥
社　

2 

0 

1 

1
年　

詩 

田
中
佐
知
・

画 

南
髙
彩
子
・
英
訳 

南
髙
え
り　

全
集
『
田
中
佐
知
全
作
品
集
』
思
潮
社　

2 

0 

1 

1
年

『
現
代
詩
文
庫
』
詩
集 

田
中
佐
知　

思
潮
社　

2 

0 

1 

3
年
刊
行
予
定

詩
集
『
砂
の
記
憶
』
英
語
版
（
欧
米
圏
で
の
販
売
）
企
画
中　

2 

0 

1 

4
年
予
定

○
主
な
活
動

─
東
京
─　

三
菱
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
三
越
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン　

写
真
・
詩
展
示

俳
優
座　

自
作
詩
朗
読　

岩
波
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン　

対
談
、
質
疑
応
答

新
宿
歴
史
博
物
館
「
追
悼
・
生
誕
65
周
年
記
念
田
中
佐
知
朗
読
会
」
後
援 
日
本

朗
読
文
化
協
会

な
か
の
芸
能
小
劇
場
「
田
中
佐
知　
「
言
葉
の
力
」」
後
援 

福
島
民
報

─
福
島
─

N 

H 

K
い
わ
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
イ
、
創
芸
工
房
、
草
野
心
平
記

念
文
学
館
、
ラ
ト
ブ
、
平
サ
ロ
ン
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ウ
イ
ズ
ハ
ー
ト
」
他　

朗
読
会
、
現
代
音
楽
会
な
ど

─
埼
玉
─

新
所
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

朗
読
会

所
沢
図
書
館
ま
つ
り　

本
・
原
稿
・
写
真
展
示

─
フ
ラ
ン
ス
　
パ
リ
─

E
SPA

C
E

・JA
PO

N

「
親
子
3
人
展
」
詩
朗
読
、
講
演
、
絵
画
・
写
真
展
示

○
そ
の
他

「
田
中
佐
知
珠
玉
の
自
作
詩
朗
読
」
CD
制
作　

俳
優
座
に
て
収
録

新
潟
日
報
「
晴
雨
計
」
6
か
月
間
随
筆
連
載

女
声
合
唱
組
曲
「
砂
の
記
憶
」 

、
現
代
音
楽　
「
孤
独
1
・
2
」

FM
放
送
に
て
母
田
中
志
津
の
小
説
『
佐
渡
金
山
を
彩
っ
た
人
々
』
及
び
『
冬
吠
え
』

を
2
年
間
か
け
全
編
朗
読

田
中
志
津
「
文
学
碑
」「
生
誕
の
碑
」　

佐
知
が
朗
読
し
た
こ
と
が
刻
ま
れ
る
。

※
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
紹
介
多
数
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田
中
　
行
明
（
た
な
か
　
ゆ
き
あ
き
）

東
京
生
ま
れ
。

東
京
経
済
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業
後
、
明
治
大
学
で
教
職
課
程
修
了
。

業
界
新
聞
記
者
（
通
産
省
ペ
ン
ク
ラ
ブ
）、
舞
台
監
督
、
教
員
を
経
て
大
手
非
鉄

金
属
会
社
に
30
年
間
勤
務
。
定
年
退
職
後
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
を
手
掛
け
る
。

写
真
家
、
エ
ッ
セ
イ
・
シ
ナ
リ
オ
・
短
編
を
執
筆
。

○
主
な
著
書

写
真
詩
集
『M

IR
A

G
E

』
太
陽
出
版　

1 

9 

9 

3
年　

田
中
保
子
・
行
明
共
著

○
主
な
活
動

─
東
京
─

新
宿
安
田
生
命
ホ
ー
ル
「
歌
謡
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」　

舞
台
監
督

丸
の
内
三
菱
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
「
姉
弟
展
」　

写
真
展
示

三
越　
「
姉
弟
展
」　
「
潮
騒
に
き
ら
め
く
女
た
ち
」　

写
真
（
行
明
）・
詩
（
保
子
）

新
宿
歴
史
博
物
館
「
追
悼
・
生
誕
65
周
年
記
念
田
中
佐
知
朗
読
会
」
企
画
。
そ

の
他
朗
読
会
企
画
。

原
宿　

D
E

SIG
N

　

FE
STA

　

G
A

L
L

E
R

Y

　

H
A

R
A

JU
K

U

　
「
田
中
行
明
マ
ッ

チ
箱
展
」
写
真
・
油
絵
・
水
彩
展
示
。
そ
の
他
グ
ル
ー
プ
展
参
加
。

─
大
阪
─

ギ
ャ
レ
・
カ
ザ
レ
ス　

田
中
行
明
写
真
展
「
M
の
肖
像
」

─
福
島
─

SH
IC

K

　

G
A

L
L

A
R

Y

「
田
中
行
明
写
画
展
」
写
真
・
油
絵
・
水
彩
・
墨
絵
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
イ
「
親
子
3
人
展
」
写
真
・
油
絵 

田
中
行
明　

詩
朗
読 

田
中
保

子　

講
話 

田
中
志
津　
　
　
　
　

N 

H 

K
い
わ
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
海
辺
に
舞
い
降
り
た
妖
精
」
写
真
・
詩
展
示　

写
真 

田
中
行
明
・
詩 

田
中
保
子
（
佐
知
）

平
サ
ロ
ン
「
田
中
佑
季
明
を
取
り
巻
く
世
界
展
」
写
真
・
油
絵
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

絵
本
詩
集
「
木
と
わ
た
し
」
原
画
展
企
画　

詩 

田
中
佐
知　

画 

植
垣
歩
子

木
も
れ
び
「
た
な
か
ゆ
き
あ
き
よ
ろ
ず
展
」
幻
の
個
展　

写
真
・
油
絵
・
水
彩

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
朗
読
・
コ
ン
サ
ー
ト
企
画　

東
日
本
大
震
災
で
中
止

─
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
─

E
SPA

C
E　

JA
PO

N

「
親
子
3
人
展
」
写
真
・
油
絵
・
水
彩 

田
中
行
明　

詩
朗

読 

田
中
保
子
（
佐
知
） 　

講
話 

田
中
志
津
（
同
時
通
訳
）

○
そ
の
他

ニ
ッ
ポ
ン
放
送　
『M

IR
A

G
E

』
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

い
わ
き
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
椿
山
荘
「
生
涯
学
習
」
私
を
取
り
巻
く
世
界　

講
話

FM
い
わ
き　
『M

IR
A

G
E

』・『
砂
の
記
憶
』
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

N 

H 

K　

親
子
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

『
田
中
佐
知
全
作
品
集
』『
田
中
志
津
全
作
品
集
』
年
譜
編
纂

※
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
紹
介
多
数

　
　田

中
　
昭
生
（
た
な
か
　
あ
き
お
）

1 

9 

4 

3
年
2
月
14
日
東
京
生
ま
れ
。

明
治
大
学
付
属
中
野
高
等
学
校
卒
業
。
明
治
大
学
商
学
部
商
学
科
卒
業
。

岩
谷
産
業
㈱
外
国
部
外
国
課
勤
務
。
退
職
後
営
業
職
に
就
く
。

現
在
、
年
金
生
活
。

田
中
　
彩
子
（
た
な
か
　
あ
や
こ
）

1 

9 

7 

7
年
11
月
23
日
東
京
生
ま
れ
。
田
中
昭
生
の
次
女
。

高
等
学
校
卒
業
後
、
専
門
学
校
中
退
。

ネ
イ
ル
ア
ー
ト
の
勉
強
の
た
め
、
米
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
遊
学
す
る
。
帰
国
後
、
絵

な
ど
を
描
い
て
い
る
。

貸
画
廊
勤
務
。
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田
中
　
一
朗
（
た
な
か
　
い
ち
ろ
う
）

︽
1 

9 

1 

3
年
7
月
6
日
～
1 

9 

7 

7
年
12
月
5
日
︾

 

1 

9 

1 

3
年
7
月
6
日
東
京
都
目
黒
区
に
て
父
政
四
郎
、
母
き
い
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る
。

明
治
大
学
商
学
部
卒
業
。
中
央
大
学
法
学
部
卒
業
。

1 

9 

4 

1
年
12
月
24
日 

増
川
シ
ヅ
（
志
津
）
と
結
婚
。
目
黒
雅
叙
園
に
て
挙
式
。

大
手
企
業
工
場
長
を
務
め
た
後
、
独
立
。

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
小
石
川
後
楽
園
に
事
業
会
社
を
設
立
す
る
も
、

軌
道
に
乗
ら
ず
閉
鎖
。

新
宿
の
自
宅
を
一
部
事
務
所
と
し
て
改
築
し
、
機
械
メ
ー
カ
ー
の
代
理
店
と
な

る
。
高
収
入
を
得
て
生
活
基
盤
も
安
定
す
る
。

結
婚
後
波
瀾
万
丈
な
人
生
で
あ
っ
た
が
、
晩
年
の
5
年
間
は
病
治
療
の
た
め
静

か
な
生
活
を
送
る
。

64
歳
で
心
不
全
の
た
め
永
眠
。
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